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VRChat でデジタル時代の「書く・描く」体験の開発・検証を開始 
ユーザーとの共創を通じ、新たなデジタル表現の可能性を探る 

 

三菱鉛筆株式会社（本社：東京都品川区 社長：数原滋彦）は、VR ゲーム開発企業である MyDearest

株式会社（本社：東京都中央区 代表取締役 CEO： 岸上健人）と協業し、ソーシャル VR プラットフォーム

「VRChat」において、「書く・描く」を中心とした新たな表現体験の研究開発を進めてまいりました。この度、

実際の利用環境での検証を開始いたします。 

当社はこれまで、筆記具を通じて人々の表現を支えてきました。本取り組みでは、その知見をデジタル

空間へと拡張し、ユーザーの皆様のフィードバックを得ながら、デジタルならではの表現体験の価値や事

業化に向けた可能性を検証してまいります。さらに、紙の上で長年培ってきた「書く・描く」の価値をデジタ

ル空間へと広げ、人々が自分らしさを表現し、表現を通じて人と人がつながるための新たな体験の創出を

目指します。 

 

 

1．本研究の背景 

近年、表現活動の場は紙やリアル空間にとどまらず、デジタル空間へと広がっています。三菱鉛筆は

これまで、筆記具を通じて「書く・描く」という人々の表現を支えてきました。一方で、デジタル技術の発展

により、自分らしさを表現する方法や創作活動の在り方も多様化しています。当社は、こうした変化を新

たな表現文化の可能性と捉え、「書く・描く」という行為がデジタル空間においてどのような価値を持ち得

るのか、その探究を進めています。 

VRChat をはじめとするソーシャル VR サービスでは、ユーザーがアバターやワールドの制作、コミュニ

ケーションを通じて、自分らしさを表現する文化が広がりを見せています。VRChat は世界のユーザーが

集うソーシャルVRプラットフォームです。2026年には最大同時接続者数（CCU）が15万人を超えるなど、 

 

 



多様な価値観や創造性が交差する活発なコミュニティーが形成されています。 

当社は、このような創作文化が根付く VRChat に着目しました。VR 空間には、「自分らしくありたい」

「自分を表現したい」という根源的な欲求が存在すると考えています。一方で、「書く・描く」を通じた表現

活動の可能性は、まだ十分に開拓されているとは言えません。 

今回の取り組みでは、その探究の対象を、「書く・描く」という行為がコミュニケーションの一つとして根

付いている VRChatの空間へと広げます。VR空間における体験設計やコミュニティー形成の知見を持つ

MyDearest 株式会社と協業し、三菱鉛筆が長年培ってきた「書く・描く」の知見を生かしながら、デジタル

空間における新たな表現体験の創出を目指してまいります。 

 

2．本研究について 

本研究では、VRChat における筆記・描画体験ツールの開発を通じて、デジタル空間における新たな

表現体験の可能性を探ります。長年にわたり人々の「書く・描く」を支えてきた当社の知見を生かし、筆記

時の感覚や描線表現の再現にこだわった開発を進めています。VR 空間ではこれまでも文字や絵を描く

ことは可能でしたが、多くは均一な線による表現が中心でした。本研究では、鉛筆ならではの濃淡を伴う

描線表現に着目し、多くの人々が幼少期から慣れ親しんできた鉛筆の筆記感や表現の豊かさをデジタ

ル空間で実現することを目指しています。 

単に VR 空間で文字や絵を描けるようにするだけではなく、「書く・描く」という行為そのものが持つ楽し

さや心地よさ、人とつながるきっかけとしての価値を、VR 空間の中でどのように実現できるかを探究しま

す。 

また、ユーザーとの対話や体験イベントの開催を通じて、VR 空間ならではの表現活動やコミュニティ

ー形成の可能性についても検証を進めます。今後はユーザーの皆さまからのフィードバックを取り入れ

ながら改善を重ね、新たな表現体験の価値を探究してまいります。 

 

3．今後の展望 

現在は、試作・検証段階にあり、市場やユーザーの皆様のニーズ、技術的な可能性について検討を

進めています。今後は VRChat 上での体験会やイベントの開催などを通じて、ユーザーの皆様からのフ

ィードバックを基に改善を重ねながら、デジタル空間における「書く・描く」の価値について検証を進めて

まいります。 

また、こうした取り組みを通じて得られた知見を活用し、デジタル時代における新たな表現体験の創出

と事業化の可能性を探究してまいります。将来的には、アナログとデジタル、それぞれの特性を生かした

表現体験の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈報道関係 お問い合わせ先〉 

三菱鉛筆株式会社 経営企画部 広報グループ 寺杣
て ら そ ま
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商品に関するお問い合わせは「三菱鉛筆お客様相談室」でお受けしています。ＴＥＬ ０１２０－３２１４３３ 


